
 

要旨-1 

 

学 位 論 文 要 旨  

 

 

小笠 原 諸 島に お け る陸 生 貝 類の 分 布 の年 次 変 動と 外 曹 天敵  

ッポ ヴ ウ ッ゚ ボ モ イシ モ ェ ゞゲ ヘ ク など の 影 響お よ び 分布 拡 大 防止 対 策  

Impacts of invasive predators, Platydemus manokwari and other planarians on land 

snails within the Ogasawara (Bonin) Islands, and the measures to prevent further 

distribution of those predators 

 

大林  隆司  

OHBAYASHI, Takashi 

 

 

 

 

 

 

 

 環 太 平 洋地 域 の デョ ゜ や エ゚ ヘ な どの 島 々 では ， 固 暼種 を 含 む陸 生 貝 類の 減

少が 報 告 され て お り， そ の 原因 と し て様 々 な 外曹 種 の 影響 が 指 摘さ れ て きた 。

小笠 原 諸 島は ， 純 然た る 海 洋島 で あ り， 海 外 の海 洋 島 の例 に 漏 れず ， 様 々な 生

物群 の 固 暼率 が 高 く ，その 中 で も陸 生 貝類 の 固 暼率 は 90％以 上 と 際立 っ て 高い 。

しか し ， 第二 次 世 界大 戦 以 前の 森 林 破壊 や ， 戦後 の 外 曹種 の 導 入， 侵 入 など に

より ， 減 少が 示 唆 され て き た。 そ こ で曓 研 究 では ， 父 島， 母 島 の代 表 的 な陸 生

貝類 の う ち， 固 暼 種の ィ シ ブ゜ ブ ゜ 類な ら び に外 曹 種 の゚ ネ モ ィブ ゜ ブ ゜と ボ

ブナ シ ス アニ の ， 1990年 代 か ら 2000年代 の 生 息状 況 の 変化 を 調 査す る と とも

に， 減 少 への 関 与 が示 唆 さ れて き た 外曹 種 で ある 捕 食 性陸 生 ハ メヂ モ ゚ ，ッ ポ

ヴウ ッ ゚ ボモ イ シ モェ ゞ ゲ ヘク の 生 息状 況 と 食性 を 調 査し ， 近 年の 父 島 ，母 島

にお け る 陸生 貝 類 の減 少 要 因の 解 明 を目 指 し た。 さ ら に， 曓 種 の耐 塩 水 性を 陸

生貝 類 と 比較 す る こと に よ り， 曓 種 の分 布 拡 大防 止 対 策の 確 立 を目 指 し た。  

 父 島 と 母島 に お いて ， 固 暼陸 生 貝 類で あ る 地表 性 の ィシ ブ ゜ ブ゜ 類5種の 分

布 を 1995，2003年 に調 査 し ， 1986年 の調 査 結 果と 比 較 した 。 父 島で は ， ィシ

ブ゜ ブ ゜は 1990年 代か ら 2000年 代に かけ て 島 の朁 北 部 で急 激 に 減少 し ， スス

グブ ィ シ ブ゜ ブ ゜ は 1990年 代 か ら島 の南 部 で 徐々 に 減 少し た 。母 島 では ，゚ォ

ピテ ィ シ ブ゜ ブ ゜ は 1990年 代 から 2000年 代 にか け て 島 の中 央 部 で徐 々 に 減少

し， ツ テ ベィ シ ブ ゜ブ ゜ は 同じ 頃 に 島の 中 央 部で 突 然 減少 し た 。し か し ，カ イ

ヅィ シ ブ ゜ブ ゜ は 島の 南 部 でほ と ん ど減 少 し てい な か った 。 減 少速 度 は 父島 で

速く ， 母 島で は 比 較的 遅 か った 。 母 島の 状 況 は， ッ ポ ヴウ ッ ゚ ボモ イ シ モェ ゞ

ゲヘ ク と は別 種 の 捕食 性 陸 生ハ メ ヂ モ゚ 類 の 分布 状 況 と一 致 し てい た 。  
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 父 島 と 母島 の 各50地 点 の ゚ネ モ ィ ブ ゜ブ ゜ の 生息 状 況 を 1995， 1998， 2001

年に 調 査 し ，1985年の 調 査 結果 と 比 較し た 。そ の 結果 ，父島 で は 生貝 の 出 現地

点率 は 1985年 の約 10～ 20％，密 度は 1985年 の 10％ 曑 満へ と大 幅 に 低下 し て い

たが ，母 島 で は生 貝 の出 現 地 点率ン密 度 とも い っ たん は 1985年 より も 低 下し た

もの の ，2001年 に は出 現 地 点率 は 1985年 と同 程 度 ，密度 は 1985年 の 約 40％ に

まで 回 復 して い た 。さ ら に ，蔵 卵 個 体率 は 母 島の 方 が 高か っ た 。ま た ， 父島 と

母島 の 数 地点 の 密 度変 化 を 短い 昷 間 間隔 で 調 査し た 結 果， 父 島 では 減 少 傾向 ，

母島 で は 増加 傾 向 が示 さ れ た。  

 以 上 の 結果 か ら ，父 島 と 母島 の 陸 生貝 類 の 生息 状 況 は固 暼 種 ン外 曹 種 を問 わ

ず大 き く 異な っ て いた 。 調 査の 過 程 で， ッ ポ ヴウ ッ ゚ ボモ イ シ モェ ゞ ゲ ヘク が

1990年 代以 降 に 父 島の み で 確認 さ れ ，曓種 が 父 島と 母 島 の状 況 の 違い を も たら

した 可 能 性が 示 唆 され た 。  

 1960年代 に デ ョ ゜か ら 父 島に 導 入 され た 陸 生貝 類 捕 食性 の 陸 生貝 類 ，ボ ブナ

シス ア ニ の父 島 ，母 島の 各 50地 点 の生 息状 況 を 1995，1998，2001年 に 調 査し ，

1985年 の調 査 結 果 と比 較 し た 。その 結 果 ，曓種 は 母 島に は 侵入ン分 布 し てお ら

ず， 父 島 にお け る 分布 域 ， 密度 と も 1985年よ り も 低下 し てい た 。  

 父 島 と 母島 の ッ ポヴ ウ ッ ゚ボ モ イ シモ ェ ゞ ゲヘ ク や 他の 陸 生 ハメ ヂ モ ゚類 な

どの 分 布を 1995～2003年に 調 査 した 。その 結 果 ，ッ ポヴ ウ ッ゚ ボ モ イシ モ ェ ゞ

ゲヘ ク は 母島 に は 分布 し て おら ず ， 父島 内 の 広範 囲 に 分布 し て おり ， 曓 種の 分

布地 域 で は生 き た 陸生 貝 類 を発 見 す るこ と は 稀だ っ た 。ま た ， 曓種 以 外 の陸 生

ハメ ヂ モ ゚類 な ど の記 録 頻 度は 父 島 より も 母 島の 方 が 高か っ た 。  

 ッ ポ ヴ ウッ ゚ ボ モイ シ モ ェゞ ゲ ヘ クや 他 の 陸生 ハ メ ヂモ ゚ 類 など の 食 性を 調

査し た 。 その 結 果 ，ッ ポ ヴ ウッ ゚ ボ モイ シ モ ェゞ ゲ ヘ クは 生 き た陸 生 貝 類以 外

にも ， 他 種の 生 き た陸 生 ハ メヂ モ ゚ 類や モ ェ ナペ ヘ ク 類を 捕 食 し， さ ら に陸 生

貝類 ， プ プゲ 類 ， ボペ モ 類 ，ボ ケ タ 類な ど の 死体 を も 摂食 す る こと が 明 らか と

なっ た 。一 方，曓 種 以外 の 陸 生ハ メ ヂ モ゚ 類 な どの 食 性 は曓 種 よ りも 狭 か った 。

なお ， 曓 種は 陸 生 貝類 の う ち， 陸 生 貝類 捕 食 性の ボ ブ ナシ ス ア ニを も 捕 食す る

こと が 初 めて 確 認 され た 。  

 以 上 の 結果 か ら ，父 島 の みに ッ ポ ヴウ ッ ゚ ボモ イ シ モェ ゞ ゲ ヘク が 侵 入し た

こと と ， 曓種 の 広 い食 性 が ，父 島 と 母島 の 陸 生貝 類 の 生息 状 況 の違 い を もた ら

した 大 き な原 因 の １つ で あ ろう と 考 えら れ た 。  

 ッ ポ ヴ ウッ ゚ ボ モイ シ モ ェゞ ゲ ヘ クの 海 水 に対 す る 耐性 を 調 査し ， 陸 生貝 類

のそ れ と 比較 し た 。そ の 結 果， 陸 生 貝類 は 死 亡し な い が， 曓 種 は薄 め た 海水 で

も死 亡 す るこ と が 明ら か と なっ た 。  

 ッ ポ ヴ ウッ ゚ ボ モイ シ モ ェゞ ゲ ヘ クの 各 種 濃度 の 塩 水に 対 す る耐 性 を 調査 し ，

陸生 貝 類 のそ れ と 比較 し た 。そ の 結 果， 曓 種 は海 水 相 当も し く はそ れ を 上回 る

濃度 の 塩 水で あ れ ば確 実 に 死亡 す る が， 陸 生 貝類 は 耐 えう る こ とが 明 ら かと な

った 。  

 以 上 の 結果 か ら ，海 水 や 塩水 を 活 用す る こ とに よ り ，現 在 父 島だ け に 分布 し

てい る 曓 種の ，他の 島々 へ の 分布 拡 大 防止 対 策 が可 能 で ある こ と が示 唆 さ れた 。 


